
















よぽす影穏を調べたく第1表，第2表). 温度一定の場合， 庶糖 (5%)を含む培地上で
第 1表 連続光条件下でのアザガオの花芽形成(一定温度〉
温度|嚇恥晴|個糊幣宇野 温度|庶勢度|処理叫岬問F
10 22 。。 10 22 。。。 20 19 。。 。 20 幻 。。
30 15 。。 30 22 。。
12。 18。
10 23 。。 10 24 。。
5 20 20 。。 5 20 23 。0・
30 16 12.5 0.1 30 20 。。
10 19 。。 。 30 23 。。。 20 13 。。 250 




5 20 23 78.3 3.8 























































































































官温湾|鑓会法制 個体数 守彦宇 元個集当品
20。 24 8.3 0.4 
250 23 4.3 0.04 
10 
300 19 。 。
35。 18 。 。
20。 20 40.0 0.7 
250 23 34.8 0.7 
15 
30。 22 4.5 0.05 
35。 18 。 。
20。 21 81. 0 2.9 
25。 21 71.4 2.3 
20 30。 54.6 2.5 22 
35。 18 。 。
20。 23 91. 3 3.8 
25。 23 91. 3 4.1 
25 
30。 3.8 24 91. 7 
35。 23 95.6 3.7 
20。 21 1∞ 5.1 
25。 22 100 4.5 
30 
300 100 4.6 22 
350 23 91. 3 4.3 
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開花に対する温度の影響に関してバーナリゼーションが良く知られている(1， 9， 19， 
21， 23)，バーナリゼーションは主として低温によってひき起される生理的効果を意味し，
開花能力を誘起し， または開花を早める作用をもち， その作用は低温処理中には発現せ











































によるものであり， 他は fiorigenの関与しないある種の外界条件によるものである. 共
に生長点における代謝反応系が生殖反応系に変わると考えられるのである.
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